
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うどん派 

第４回★「取組みを練る」 

11月 8日（火）の夜、「協働のまちづくり連続講座おもしロ
ーカル。飛び出せ！地域編」の第 4回を開催しました。参加者
は、町民と職員を合わせた受講生や、事務局スタッフも含めて
24 名でした。前回のふりかえりとアイスブレイクのあと、大
足区の課題を解決するための「問い」を立て、プラカード方式
で４班に分かれました。お互いの問いを切り口に「わたしたち」
を主語にした取り組みを出し合って、短期・中期・長期に分類。
最後にイチオシ提案★を３つ選んで発表しました！ 
 

班分け「解決したい課題は何？切り口となる“問い”を立てる」 ２ 
 

11月 8日(火) 19:00～21:30 地域交流センターにて 
 

 
１．あいさつ～前回のふりかえり 

２．アイスブレイク 

３．班分け「解決したい課題は何？ 
切り口となる“問い”を立てる」 

４．グループワーク「取り組みを考えよう！ 
主語はわたしたち」 

５.グループ発表＆共有  

プログラム 
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アイスブレイク「コーナーズ」 １ 
 あなたは「蕎麦派？」「うどん派？」「ラーメン派？」 
あなたは「主役派」、「脇役派」、「汚れ役派？」 

ラーメン派 

蕎麦派 

↑ 
（そうめん派） 

●みそ・たまりを世界で有名にするには？ 
●武豊のみそ・たまりを知らない人に上手に教える方法は？ 
●子どもがみそ・たまりを好きになるために 
●みそ・たまりのおいしいメニューレシピ 
●散歩の楽しめる街並みにするには？ 
●思い出の写真を撮りたくなるには？ 
●街道沿いの商店復活をするには？ 
●おいしい食べ物店（甘味処）を開くにはどうしたらよい？ 

●オシャレな若者が住みたくなる地区にするためには？ 
●住みたい、行きたい区 No.1 にするにはどうしたらよい？ 
●30年後、住んでいたい地区にするには？ 
●それぞれの地域デビューを進めるには？ 
●スポーツで住民（世代の）の絆をつなぐには？ 
●日本人も外国の方も老若男女みんなが楽しめるには？ 
●地域交流センターを有意義に使うには？ 
●集積所をより使いやすくするには？ 
●地域の好きを増やすには？       など 



 
 

・ 「みそ汁の会」を大足区に提案（短期） 
・ 「みそ汁の会」のメンバー集め（短期） 
・ 「みそ汁の会」の発足（中期） 
★みそ蔵部（月一みそ汁会）設立！（中期） 
★武豊の味噌を使うことが当たり前になる（長期） 

★オシャレなマルシェを計画する（中期） 

発行＆連絡先 

武豊町役場 企画部 企画政策課 
〒470-2392 武豊町字長尾山２番地 

TEL：0569-72-1111 FAX：0569-72-1115 
E-mail：kikaku@town.taketoyo.lg.jp 

 

大足の発展のための良いヒントがたくさんありま

した／私が思いつかないようなワクワクする意見

がたくさん出て楽しかった／一人ではうまくまと 

まらない意見が、みんなで話し合うとすごく良い意見になった

／みなさんアイデアマン・アイデアウーマン！ステキ！／すぐ

にでも始められそうなことがありそう／是非実現したい ほか 

ひとこと 
アンケート 

より 
 

３ 
 

グループワーク「取り組みを考えよう！主語はわたしたち」 ～グループ発表＆共有  
 

★ロゲイニングのイベントをする（短期） 
・「photo spot」看板をつくる（短期） 
★イルミネーションする（中期） 
・キャラクターと一緒に写真を撮れるような 
常時キャラクター詰所を設置 

思い出の写真を撮りたくなるには？ 

オシャレな若者が住みたくなる地区にするには？ 

みそ（をもっと）知る（には？） 

・ お茶会、話し合いをする（短期） 
・ BBQ！！（中期） 
・ ちゃんとした味噌汁をつくる（中期） 
★みそフェス（長期） 
★新しいみそ料理、みその開発（長期） 

日本人・外国人、老若男女が集まり楽しむには？ 

★ゴミレンジャーの劇を子ども向けにする（短期） 
・ 狭いところはボランティアで、リアカーで回収してもいいんじゃないか 

暮らしやすく（環境・健康）するためには？？ 

★町内でみそ・たまりの日をつくる。31日みそか（短期） 
・ みその試食会、給食メニューアイデア募集（短期） 
・ B級みそグルメを集める（中期） 
・ 全国のみそを集める（中期） 
★武豊みそ検定（長期） 
・ みその日の定着（長期） 

みそ・たまりを知って発信する 

★出前動物園（短期）・子どものお店屋さん（短期）・親子フェス（中期） 
子育て世代の地域交流センター有効活用 

おいしい店（甘味処）を開くには？ 
・まずは調査。ネットを利用して PR 

どんな店がいいかは、若い人に聞いて
若い人と一緒に計画します！オシャレ
なマルシェに出店した店が、この地区
に出店したくなるといい！ 
 

「とにかくみんなで集まる」が前提！
外国人にもお味噌を使ってほしい。
そのためにもBBQをして、そこで出た
意見を進化させて新しいみそ料理の
開発に繋げたい！ 

みそから揚げ、出汁も
豆腐も手づくりの味
噌汁・・・「みそフェス」
をしたい！ 

子どもがみそを好きに
なるように「みそ～みそ
～」という、みそ汁の
歌をつくります！ 

★町全体が家族みたいなまち（長期） 

30年後、住んでいたい地区にするには？ ・私たちがもっと地域に飛び出す！（短期） 
・子どもの時から地域の人達とつながる、 
町全体で子育て（長期） 

大きなテーマは「住みた
い、行きたい区 No.1
を目指す」。そのために
「みそ・たまりを発信」し
ていきたい！ 

短期はまず「楽
しむ」、中期は
「関わる」、最後
は「つなげる」と
いうことでやって
いきたい！ 


